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公益財団法人 金沢芸術創造財団 職員採用試験実施要項 

（金沢卯辰山工芸工房 陶芸工房専門員） 

 

公益財団法人金沢芸術創造財団は、金沢21世紀美術館、金沢能楽美術館、金沢市民芸術村、金沢

卯辰山工芸工房、金沢歌劇座などの施設の運営、各種事業の開催等を通して金沢市における芸術文

化の創造と発信を担っております。 

この度、当財団の職員を次のとおり募集します。 

 

 日程 

受付期間 令和８年７月17日（金）～９月17日（木）17時 

第１次試験（書類選考）  

第１次試験合格発表 令和８年10月上旬 

第２次試験日（面接） 
令和８年10月17日（土）予定 

※第２次試験は第１次試験の合格者を対象とします。 

第２次試験合格発表 令和８年10月下旬 

 

１．試験区分・採用予定数等 

試験区分 採用予定数 主な職務内容 

陶芸工房専門員 １名 

・技術研修者の育成及び指導 

・担当工房の施設や備品等の維持管理 

・研修者作品展等工芸工房事業の企画・実施 

・担当分野における研究活動 

・その他工芸工房職員としての業務 

※職務内容について不明な点は、お問い合わせください。 

 

２．主たる勤務先 

金沢卯辰山工芸工房（石川県金沢市卯辰町ト 10 番地） 

 

３．採用予定日 

  令和９年４月１日 ただし、採用日から３か月間は、試用期間となります。 

 

４．雇用期間 

令和９年４月１日から令和14年３月31日まで（５年間） 
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５．受験資格 

  次の全ての資格等を有することが必要です。 

試験区分 資格等 

陶芸工房専門員 

・大学卒業又は同程度の学力を有し、陶芸の専門技術と知識を有する方 

・陶芸の伝統技法や素材、焼成に習熟し、創造性豊かで表現力および造形力

を具えた方 

◎次のいずれかに該当する方は受験できません。 

(1) 拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなる

までの方 

(2) 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊す

ることを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した方 

 

６．提出書類 

(1) 受験申込書 

受験申込書の様式は当財団ホームページからダウンロードしてください。 

(2) 小論文 

・次のテーマ１、テーマ２の全てのテーマについて、提出してください。 

テーマ１．次の①②について 800 字以内で述べてください。 

①これまでにあなたが習得した陶芸の加飾技法、成形、焼成など専門技術について 

②陶芸における技術と表現について 

テーマ２．次の①②について 800 字以内で述べてください。 

①技術研修者の育成・指導について 

②自己の制作に対する考え方 

・小論文の様式は当財団ホームページからダウンロードしてください。 

・ワード様式を利用する場合には、パソコン等による作成も可とします。（手書きでの作

成も可です。） 

  ・様式の上部に受験者氏名を記入する欄があります。提出する用紙の全てに受験者氏名を記

入してください。 

(3) 作品ポートフォリオ（作品数 15 点以上。作品名・サイズ・技法・制作年・発表先を明記。

制作時期の順でＡ４サイズ１冊にまとめること。ＤＶＤ、ＣＤ等は不可） 

(4) 研究論文・著書など（ある場合） 

(5) 受験票返信用封筒（長形３号封筒に110円切手を貼り、受験票送付先の宛先（郵便番号・住

所・氏名 様）を記入してください。※氏名の後ろにはあらかじめ「様」と 記入してくださ

い。） 

【留意事項】提出された書類のうち(1)、(2)、(5)は返却しません。（(3)、(4)は返却します。） 
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７．試験日時・試験会場・合格発表 

区分 科目 試験日時 試験会場 合格発表 

第
１
次
試
験 

書類選考  合格者の受験番号を財団ホー

ムページに掲載します。 

また、受験者全員に合否を郵

送で通知します。 

※電話等による照会には応じ

られません。 

第
２
次
試
験 

第１次試験合格者に対し実施 ※事前のお問合せには応じられません。 

面  接 令和８年10月17日（土） 

※日時は第１次試験合格者に

対して通知します。 

金沢市第二本庁舎 

金沢市柿木畠１番１号 

合格者の受験番号を財団ホー

ムページに掲載します。 

また、第２次試験受験者全員

に合否を郵送で通知します。 

※電話等による照会には応じ

られません。 

※適材者がいない場合は、「採用なし」となる場合もあります。 

 

８．試験の方法 

区分 試験の方法 内    容 

第
１
次
試
験 

書類選考 

資格審査 受験資格の有無等について審査 

経歴審査 

提出された制作活動歴・受賞歴・社会活動歴・教育歴など、作

品ポートフォリオ、研究論文・著書などに基づき、職務の適合

性等について書類審査 

小論文審査 提出された小論文について書類審査 

第
２
次
試
験 

面  接 人物及び専門的知識についての個別面接 

その他受験資格の有無、申込書記載事項の内容等についての審査 

※試験中の写真や動画の撮影及び録音は固く禁止します。判明次第、受験を中止させます。 
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９．受験手続 

申 込 書 交付場所 

受験申込書及び小論文の様式は、 

当財団ホームページ（https://www.kanazawa-arts.or.jp/）から 

ダウンロードしてください。 

申込方法 

提出書類 

(1) 受験申込書 

(2) 小論文 

(3) 作品ポートフォリオ 

(4) 研究論文・著書など（ある場合） 

(5) 受験票返信用封筒 

【留意事項】 

・上記６．提出書類の記載に従い提出してください。 

・提出された書類のうち(1)、(2)、(5)は返却しません。（(3)、(4)

は返却します。） 

提 出 先 

公益財団法人金沢芸術創造財団（郵送又は持参により提出してくだ

さい。） 

〒920-0999  

金沢市柿木畠１番１号 金沢市第二本庁舎２階 

公益財団法人金沢芸術創造財団 

受 付 の 

期 間 等 

受付期間 
令和８年７月17日（金）～９月17日（木）17時（必着） 

土曜日、日曜日及び祝日は受付を行いません。 

受付時間 ９時から17時まで 

（郵送で申し込む場合の注意事項） 

・角形２号の封筒に申込書類を入れ、封筒の表面に「採用試験受験」と朱書きし、「特定記録郵

便」で送付してください。 

・差出しの際に郵便局の窓口で交付される受領証は、配達状況の確認に必要ですので、受験票が

到着するまで保管してください。 

・９月17日（木）17時必着とします。 

◎申込書の記入にあたっての主な注意点 

・「７ 学歴」欄は、高等学校、高等専門学校等を含めて記入すること。 

・「８ 職歴」欄は、現在学生で、職業経験のない場合でも「なし」と記入すること。 

 

10．合格から採用まで 

  合格者は、令和９年４月１日に公益財団法人金沢芸術創造財団に採用される予定です。 

なお、欠員等が生じた場合には、補欠合格者から合否の通知後１年以内に採用されることがあ

ります。 
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11．給与、勤務条件等 

種 類 内      容 

初 任 給 

266,200円 

ただし、この額は令和８年４月１日現在における新規大学卒業者のものです｡ 

なお、学校卒業後、職業経験など一定の経歴がある場合は、所定の金額が加算さ

れます｡ 

昇  給 原則として１年に１回 

諸 手 当 
期末手当、勤勉手当、扶養手当、住居手当、通勤手当等をそれぞれの支給条件に

応じて支給 

勤務時間 週の平均勤務時間は38時間45分 

休  日 
工房休館日（火曜日）を含め週休２日制（ただし、工房事業との関わりで変則的

勤務形態となる場合があります。） 

有給休暇 年次休暇、特別休暇（病気、結婚、出産、忌引等に要する休暇） 

そ の 他 健康保険・厚生年金保険・雇用保険・労災保険有り 

 

12．問い合わせ先 

 〇試験の手続きに関するお問い合わせ 

公益財団法人金沢芸術創造財団 事務局（平日9:00～17:00） 

TEL(076)223-9888  FAX(076)261-5233 

 

 〇職務内容や受験資格に関するお問い合わせ 

    金沢卯辰山工芸工房（平日（火曜日除く）9:00～17:00） 

      TEL(076)251-7286  FAX(076)251-9113 

 


